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漢方薬 が奏効 し た リウ マ チ 性

　　　多発筋痛症の 一 例

埼玉 医科大学　第 2 内科

○浅岡俊之、今井隆X 。 大野 修嗣

【緒言】 リ ウマ チ性多発筋痛症 （Polymyalgia　rheLmatica ，以下 PMR ）は 、 頸部 、 屑 、

腰 部の 筋肉に激 し い痛み と こ わば りが 出現し 、 発熱、倦怠 、 体重減少な ど の 全身症状が認

められ る 。 赤 沈値 は ほ とん どの 愚者で 1 時間 40m 以上 まで 亢進 し。 副腎皮 質ホル モ ン 治 療

に て 著効が 得 られ る こ とが特徴で ある。 今回我 々 は、副腎皮質ホ ル モ ン減量中に 、 PMR

が再燃 し、柴苓湯、憙苡仁湯、芍薬甘草湯に よ つ て軽快 、 さ ら に 副腎皮質ホ ル モ ン 剤を減

量 、 中止 できた症例を経験 した の で報告す る 。

【症例】 53才女性 、 昭和62年 4 月下旬よ り頸 部の こわば りと疼痛に て発症 。 筋痛は激 しく、

両 鳳 両上腕 に広 が り、 赤沈値 1 時間 100   以上とな り、プ レ ドニ ソ ロ ン 10mg／日によ っ て

改善傾向を示 した こ とか らPMR と診断。

【経過 】プ レ ドニ ソ ロ ン減量 に て再 び筋痛再燃 し 、 赤沈値も 1時間83  と亢進が認 められ、

漢 方治療 を求め て当科外来受診 。 柴苓湯、慧苡仁 湯 に よ り、 2 カ 月後に は 頸部 の こ わば り

の みとな り 、 体重も増加傾向が認 め ら tK プ レ ドニ ソ ロ ン減量再開し た 。 初診よ り半 年後

に は プレ ドニ ソ ロ ン中止 と し、 赤沈 も 1時間 値35mmと改善 した 。 そ の 後 、 現在まで柴苓湯 、

芍薬甘草湯 の み の 投与に て 経過良好で ある 。

【考察】 リウマ チ 性多発筋痛症が 副腎皮 質 ス テ ロ イ ド剤 減量 中 に再燃 し 、 漢方治療によ っ

て症状・赤沈 等の 改善が認 めらA 副腎皮質 ス テ ロ イ ド剤を 中止する こ とがで きた症例を経

験 した 。 今後多 くの施設 で評価に 価 する結果で あると考 えられ た。
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